
　

■菊池第１地区民生委員児童委員協議会【中央地区】
栄町、中央通 高瀬正輝 ※
西正観寺、正院町 山田　剛 ※
東正観寺・築地 松永健士 ※
亘１区（１～５・16・19・21・27班） 立山由紀子 ※
亘２区（6～15・17・18・20・22～26班） 立山浩美
片角２区（11～21班） 中村雅光
片角１区（１～10・22～28班） 菅原時男
上町 古庄久美子 ※
立町、横町 依田育子
中町、下町、迎町 池　澄 ※
切明、立石 今坂英樹
北原 津留 和
袈裟尾 緒方貞治 ※
高野瀬（３～2３・71班） 木場博文
高野瀬（１・２・２４～３７・６５～６８・７２～７４班） 宮武敬子
高野瀬（38～６４・６９・７０班） 緒方幸隆 ※
玉祥寺、遊蛇口 松永千秋
稗方、堀切 髙木榮治
主任児童委員 田嶋すま子 ※

二ノ文三輝子
■菊池第2地区民生委員児童委員協議会【北部地区】
菊池佐野、鍋倉、原細永 外村國敏 ※
下組、塚原、長六 宮本敬一郎
日生野、岩平、伊牟田 上谷アケミ
永山、戸城、立門 武藤珠美
伊野、杉生、木護 福川喜久
鉾の甲、柏、古川 後藤　昇
寺小野、染土、長野、龍門1 小林美紀子
雪野 佐藤龍弘
小木 嶋作玲加
鳳来、穴川 緒方重子
西迫間、七坪、市野瀬、中野瀬、東迫間 釼　幸美
戸豊水、太田 姉川優美子
大柿、菊池平野 髙木洋一
茂藤里、篠倉、伊倉、道園 東　順一 ※
滝黒仁田、木佐木、生味、金峰 越猪浩德
主任児童委員 德渕ゆかり ※

緒方登志子
■菊池第３地区民生委員児童委員協議会【南部地区】
柿木平、菊池松島・神鶴 池田良男
中原、日向 中野正哉
藤田 岩木まり子
上木庭、下木庭 永田益美
村田、上長田、下長田、大塚 中村喜壽
上西寺 髙宮勝幸
中西寺、下西寺 野口秀則
野間口 前田　護
南古閑、北古閑、辻 德永如子
神来、東原 吉住秀人
深川 藤崎百合子
北宮（1・2・4～9・17・19～21・24・25班） 渡辺京子
北宮（3・10～16・18・22・23班） 渡邊豊子 ※
大琳寺（1～3・7・12～14・16班） 渡邉道信 ※
大琳寺（4～6・8～11・15・17・19～21班） 松永光雄
広瀬、植古閑 中林富士子
上出田、下出田 山下なち子
木柑子、花房台 大村岩四郎
今 嶋田恵子
甲森北、乙森北、上古閑 選任中
上赤星、下赤星 稲田益城 ※

主任児童委員 髙木留美子 ※
米村美喜子

■七城地区民生委員児童委員協議会
山崎、上水次、下水次 緒方公子
岡田、流川、辺田、荒牧 中村良美
高田、台、瀬戸口 平田ふみよ
新古閑、清水、宮園 佐々剛行
戸田島、七城田中、本村 渡辺房子
甲佐町、菰入、加恵 横山　優
五海、西郷、羽根木、蟹穴 田代英一
間所、雇用促進住宅 赤星和範 ※
岩瀬、前川、板井、梶迫 井藤憲治
林原、元村、内島、新村、打越 渡辺節子
小野崎、七城松島、上橋田、下橋田、大尺 松本千賀子
主任児童委員 宮川伊十

隈部雅子 ※
■旭志地区民生委員児童委員協議会
小川、姫井、九の峰 渡邉千香子
楠原、岩本、岩本住宅 岩根卓士
伊萩 安武達美
北桜ヶ水、南桜ヶ水 柳田　勝
湯舟、高柳、高柳住宅 谷田千代世
小原、平 隈部義子
妻越、津留、新明団地 坂本節代
大迫 野口志津代 ※
高永 藤井愛子
伊坂 上田　淳 ※
片川瀬、尾足 本山龍秋
川上、川辺南団地 坂本貴子
川下、出分、あさひが丘住宅 中村みよ子
主任児童委員 水上孝親 ※

森智保美
■泗水地区民生委員児童委員協議会
飛熊、上住吉、北住吉 青木良介 ※
南住吉、富納、南山手 平田京子
永、永南 古庄由美子
桜山三 村上由美子 ※
桜山一、桜山二 猿渡健市
桜山六、桜山八 後藤京子
桜山四、桜山九 山田朱美 ※
桜山五、桜山七 吉村安子
福本二、田吹、永出分 福川雅三
福本一、東原団地 後藤小夜子
上高江、薬師、福本団地 選任中
村吉、富、北原団地 由野島とも子
泗水田中、富出分、竹の下、堂迫団地、迫田団地 右田美喜江 ※
富の原東、富の原北 山本隆生
富の原中央 濱崎信二
富の原台 濵邉潮美
富の原西 青木さつき  
富の原一 小崎洋美
富の原一 吉廣美鳥
朝日団地、富の原団地 森下桂子
久米一、久米二 永松清美
高江、高江出分、三万田 宮崎尚子
田島一、田島二、岡、猪の目、辰頭団地、田島団地 坂本弘子
泗水平野、井戸方、糠泉、泗水佐野 宮本美枝子

主任児童委員 清田智子 ※
久野美智子 ※

氏名の横に※印のある委員は再任です。委員の連絡先
などはお問い合わせください。

新しい民生委員・児童委員を紹介します（敬称略）

　民生委員・児童委員は地域住民の立場になって地域の
福祉を担うボランティアです。民生委員法に基づき、厚
生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、児
童福祉法に定める児童委員を兼ねており、３年に１度改
選されます。同委員は、担当地区の中で福祉に関する相
談や行政機関と地域のパイプ役として活動しています。

　また、児童委員や学校などと連携して活動する主任児
童委員がいます。困り事や悩み事などがあれば、地域の
民生委員・児童委員や主任児童委員まで気軽にご相談く
ださい。委員の連絡先はお問い合わせください。

【問い合わせ先】 福祉課福祉係  ☎（25）7213
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プラチナ未来人財育成塾を通して

作　文

　

私
は
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾

に
参
加
し
て
、多
く
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
自
身
、

と
て
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

育
成
塾
で
は
、７
人
の
先
生
方
の
講

義
を
聴
き
ま
し
た
。
講
義
の
テ
ー
マ
は

「
２
０
５
０
年
に
目
指
す
社
会
」に
つ

い
て
で
す
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
学
び
、今
後
の
改
善
点
に
つ

い
て
他
県
の
学
生
や
チ
ュ
ー
タ
ー
、シ

ニ
ア
の
方
と
議
論
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か

考
え
な
い
よ
う
な
物
の
見
方
や
思
考

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
講
義
は
、

プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長

の
小こ

み
や
ま

宮
山
宏ひ

ろ
し

先
生
の「
２
０
５
０
年
の

世
界
か
ら
自
分
を
考
え
て
み
よ
う
」と

い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

現
在
、環
境
や
人
口
問
題
が
ニ
ュ
ー

ス
で
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、環
境
問
題
が
特
に
深
刻
で
あ

り
、地
球
の
寿
命
が
来
る
日
も
遅
く
は

な
い
と
知
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
き

て
い
る
地
球
の
破
壊
が
既
に
起
こ
っ

て
お
り
、被
害
は
深
刻
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、私
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
、一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

を
し
っ
か
り
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
異
常
気
象
問
題
も
そ
う
で
す
。
猛
暑

や
大
雨
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
で
生
き
て

い
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
日
常

が
、当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
球
を
持
続
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
、講
義
を
聴
い
て
身
に
染

み
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、小
宮
山
先
生
の
お
話
で
は
、

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、循
環
シ
ス
テ
ム
の
進
化
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。
省
エ
ネ
で
は
不
要

な
電
力
を
使
わ
な
い
こ
と
、使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
量
を
減
ら
す
こ
と
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
は
、自
然
に

存
在
す
る
も
の
で
使
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
、

そ
し
て
、循
環
シ
ス
テ
ム
の
進
化
で
は
、

た
だ
捨
て
る
の
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
た
り
と
、

何
か
に
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

菊
池
北
中
で
は
、紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、少
し
で
も
省
エ
ネ
を
心
掛
け
る
た

め
に
、学
校
全
体
で
省
エ
ネ
ウ
ィ
ー
ク

を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

一
人
一
人
が
省
エ
ネ
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
、持
続
可
能
な
社
会
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
４
日
間
で
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
日
常

に
取
り
入
れ
、生
徒
会
役
員
と
し
て
全

校
生
徒
の
模
範
と
な
り
、地
球
を
持
続

さ
せ
環
境
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

を
提
案
し
た
り
、そ
れ
を
実
践
し
た
り

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
菊
池
市
教
育
委

員
会
を
は
じ
め
、関
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
方
々
、送
り
出
し
て
く
れ
た
家
族
に

深
く
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、生
徒
会
役
員
と
し
て
、学
ん
だ
取

り
組
み
を
学
校
や
家
庭
な
ど
に
広
め
て
、

恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参加報告

プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち令和
７年11月～令和８年３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。
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